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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では，非漢字圏漢字学習者が，「漢字」と「学習者」それぞれの要因の特性にかかわら
ず効果的に漢字学習ができるための内容・方法の開発を行った。具体的には (1)音声付のタス
クを含むオンライン型漢字学習教材「Step Up Kanji-500」の開発，(2)漢字の体系（字源，字
形パターン，漢語の語構成，など）に関する学習教材の開発，(3)(1)(2)を活用した教室活動を
行うための補助教材の整備と実践を行った。これらにより，学習段階，認知スタイル，学習ス
タイル等の異なる非漢字圏学習者からなるコース運営がより効率的に実現できるようになった
ほか，漢字圏学習者に対する教育内容の改善にも及んだ。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we developed materials and methods for efficient learning of Kanji by 

recognizing the learning difficulties in two ways: (1) characteristics of Kanji, and (2) 
characteristics of the learner. More specifically, these include (1) an online learning 
Materials “Step Up Kanji-500”, (2) a material to learn the systems of Kanji, and (3) 
lesson contents and methods to run lessons using these materials.  These materials and 
methods enable effective teaching of Kanji to the learners with different cognitive 
styles. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 非漢字圏学習者に対する漢字教育の内

容や方法については，さまざまな議論がなさ

れ，新たなタイプの教材も見られるようにな

っていた。しかし，その多くは，個々の漢字

学習を，１つのアプローチ（たとえば，字源
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によるもの，字形と意味の連想によるもの，

日本語の主教材に対応した語彙学習，等）で

カバーしようとするものであり，各学習者の

認知スタイルや学習スタイルの違いとの結

びつきにまでは，議論が及んでいなかった。 

(2) 個々の学習者の認知スタイルの差はあ

るにせよ，それが「漢字」という文字の学習

である以上，「個々の文字（漢字）をどう認

知するか」，「多数の文字をどのように理解し，

記憶，保持，整理していくか」という点への

着目も必要だと考えた。そのためにも，「漢

字そのものの体系をどう教えるか」という点

が不可欠であるという認識をもとに，本研究

代表者らは研究を続けていたが，まだ個別的

なトピックについてしか教材化できていな

いのが実状であった。 

(3) 個々の学習者の認知スタイルや学習ス

タイルの違いほか，授業内で漢字学習の時間

を多くとれないという運営側の事情からも，

漢字の自習教材の開発は急務であると考え

られた。折しも，IT 環境の整備が進み，いわ

ゆる eラーニング教材の開発が伸張しつつあ

る時期であったため，本研究においても，オ

ンラインによる漢字学習の環境の整備を考

える時期にあった。 

 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究は，非漢字圏学習者が，漢字とい

う新しい文字の学習において，①学習者自身

の持つ認知スタイルや学習スタイルを変え

てでも臨んだほうがよい部分と，②必ずしも

そうでない部分とを明らかにし，認知スタイ

ルの異なるそれぞれの学習者が，効果的に漢

字学習行っていける環境を提供することを

目的としたものである。ただし，本研究代表

者らは，大学の日本語教育機関に属し，日々

の授業やそのコーディネートを担当してい

ることから，理論的な精緻化ではなく，むし

ろ，教育現場の改善を第一に考え，研究と開

発を進めていった。 

(2) 具体的には，以下の諸点からなる。 

① 学習者の認知スタイルや学習スタイルの

個人差を明らかにする。 

② 漢字そのものの体系と，学習者の漢字の

認知過程との関係を追究する。 

③ 上記①，②に配慮した初中級者向けの漢

字教材を作成する。その際，媒体としては Web

を中心とし，必要に応じて紙媒体も併用する。 

④ ③の教材を併用しての，漢字クラス（１

学期のコース）の運営の内容と方法を検討す

る。それにより，今後いっそう盛んになって

いくと思われる「e ラーニングを併用した教

室学習」の１つのモデルを提案する。 

 

 

３．研究の方法 

(1) 漢字が，非漢字圏漢字学習者にとって，

「認知の対象として」，また，「学習の対象と

して」，どのようなものであるかを明らかに

するために，①学習者の産出物の検討，②学

習者による学習中のコメントの収集，③中上

級者を対象としたインタビュー等を行う。 

(2) 既存の漢字教材の分析を行い，初級～中

級段階の漢字教育で実現されてきたことや，

問題点を明らかにする。その際，特に，紙教

材であることによる限界，Web 教材にするこ

とによる解決と新たに生じうる問題の検討

も行って，オリジナル教材の開発につなげて

いく。 

(3) 本研究代表者らが所属している機関の

漢字クラス（コース）を効率的に運営してい

くために，自習環境も含め，個人差に対応可

能なコースの設計を目指す。 

 

 



 

 

４．研究成果 

 研究成果は，(1)オンライン型漢字学習教

材「Step Up Kanji -500」の開発，(2)漢字

の体系（字源，字形パターン，漢語の語構成，

など）に関する学習教材の開発，(3)(1)(2)

を活用した教室活動を行うための補助教材

の整備，の３系統にまとめられる。それに先

立ち，(0)予備調査とその分析を行って，教

材開発の方向性を打ち出した。 

 

(0)予備調査とその分析 

① 学習者の産出物の分析，学習者による学

習中のコメントの収集，および，中上級学習

者を対象としたインタビュー調査等により，

非漢字圏学習者の漢字学習に関して，以下の

点が明らかになった。 

【漢字の認知スタイルの違い】初めて見た漢

字を図形的に再生できる学習者がいる一方，

1 文字ずつの書き順の提示がなければ再生で

きないという学習者もいる。 

【個々の漢字を学習するアプローチの好み

の違い】ある学習者が最善と考えるアプロー

チが，他の学習者にとって必ずしも最善の方

策とはならず，それどころか，学習のモチベ

ーションを下げることさえある。例えば，ス

トーリーを作って覚えることを効果的だと

考える学習者がいる一方，その種のストーリ

ーがかえって学習のノイズになると考える

学習者もいる。 

【学習した漢字の記憶やその保持について

のスタイルの違い】漢字を１度見れば覚えら

れるという学習者がいる一方，何度も書くこ

とが不可欠だという強い信念を持っている

学習者もいる。また，どんな順序で提示され

ても学習できるという学習者がいる一方，意

味的な文脈の中で提示されなければ頭に残

らないという学習者もいる。 

② このように学習者個人の認知スタイルに

はさまざまな違いが見られる一方，学習対象

が「漢字」であるがゆえに，その学習には認

知的な負荷とその軽減への配慮も必要と考

えられる。ところが，インタビューした学習

者の中には，初級段階で漢字学習のためのア

プローチのバリエーションを知らないまま，

言い換えれば，ひらがなやカタカナの学習の

延長として，漢字を学習してきた学習者が少

なくなかった。また，100 字程度まではとも

かく，それ以上の数の漢字学習を継続するに

は，漢字の体系の諸相を理解する必要がある

ことも，学習者へのインタビューから示唆さ

れた。 

③ 後者については，既に先行する同趣旨の

教科書が存在するが，「紙教材」の限界とし

て，あくまでも「書かれた対象」としての文

字の学習にとどまっており，漢字の持つ「音」

情報を生かす余地があると考えた。また，「教

科書」であることの限界として，漢字の体系

を理解するためのポイントが１課からの積

み上げの中で扱われているが，この種のポイ

ントは，個々の漢字の学習からは独立して学

習していく余地があると考えた。 

④ 以上を背景として，本研究で開発する教

材について，次のような方向性を出した。 

まず，〈個々の漢字〉の学習〉については，

全体として易から難への積み上げ式をとり

ながらも，学習者の認知スタイルや学習スタ

イルの違いをできるだけ尊重し，「教材が学

習を縛る」ことがないよう配慮する。具体的

には，オンライン型の教材にすることにより， 

・各文字についてのさまざまな情報（漢字の

意味，筆順，語彙）を含みながらも，学習

者がその学習段階や好みに応じて，表示の

有無を選べるようにする 

・「音声からの文字学習」という観点を加え

ることで，いわゆる「目型」でない学習者

にとっての文字学習の入口の負担軽減を



 

 

図る 

・教材の途中からでも学習できるよう，漢字

の選定，配列に柔軟性を持たせる 

などの方針をとった。 

一方，〈漢字の体系〉についての学習は，

覚えた漢字の数とはある程度独立に行える

ことから，本オンライン型教材とは別に開発

することにした。特に，本研究代表者らが所

属する日本語教育機関の実状に合わせ，漢字

の体系を理解するために必要となるポイン

トをシラバス化し，紙媒体で教材化していく

こととした。 

 その上で，これらの教育内容を実際のコー

スで運用していくための諸整備を行った。 

 

 (1) オンライン型漢字教材「Step Up Kanji 

-500」の開発 

① 開発した「オンライン型漢字教材（Step Up 

Kanji -500）」は，約 500 字の漢字を字形(部

首，似た字形の識別)，意味・機能(場面，動

詞などの用法，接辞)などのさまざまな括り

で毎回 10～15 字程度ずつ提示するものであ

る。デジタル教材の特性を生かし，語と漢字

の意味の関係を，音声を媒介にして学習する

パートを備えた点が特徴的である（単に語例

の音声の読み上げにとどまらず，漢字の意味

と既習の語彙の意味とを音声を媒介にして

語完成するタスク，など）。そのほか，マウ

スオーバにより反復して読み練習ができる

点，最小限の漢字語彙からなる Simple版と，

より情報豊富な Detail 版の選択ができ，学

習者のレベルや目標に応じた利用が可能で

ある点も特徴となっている。 

② なお，本教材の詳細については前原・李

（2009）で報告を行った。また，教材本体は，

本研究代表者らの所属機関のウェブサイト

上で一般向けに公開しており，公開以来，世

界各国から多数のアクセスを得ている。 

 

(2)漢字の体系に関する学習教材の開発 

① 非漢字圏の学習者が漢字学習を進める上

で漢字の体系の「何を」「どのように」理解

することが必要か，という点についての考察

は，本研究の開始以前から行ってきたが，本

研究では，さらにその教材化を進めた。 

② 具体的には，「漢字の字源」「ひらがな，

カタカナとの違い」「字形のバターンとスト

ローク」「文字の弁別的特徴―フォントによ

る違い」「部首」「形声文字」「動詞・形容詞

の送りがなの原則」「漢語の語構成」等の項

目について，一方的に解説するのではなく，

具体的なタスクを通して，初学者でも負担な

く漢字の体系の理解ができるよう，配慮した。 

③ また，こうした漢字の体系理解のための

ポイントは，一度やればそれで終わり，とい

うものではなく，日本語や漢字の学習段階に

応じて，随時，意識化を促すことが必要な内

容もあると考えられる。そのため，同じコン

セプトでも，異なる学習段階で扱えるよう，

教材を整備した。たとえば，〈動詞の送りが

な〉についての学習であれば， 

・動詞の漢字を初めて学習する課（EL8） 

・同じ漢字を送りがなによって読み分ける

語（たとえば，「降りる」と「降る」）が 

出てくる課（EL25） 

・自他動詞の漢字を学習する課（EL50） 

というように，複数の学習段階で扱えるよう

整備した（末尾の「EL」は(1)で開発したオ

ンライン型教材の課を示す）。 

④ この種の教材の開発により，漢字に全く

初めて接する日本語ゼロの初学者から，初級

段階でこの種の学習をしてこなかった中級

学習者までの，幅広いレベルの学習者に対し，

その既習の漢字数にかかわらず，漢字の体系

の学習ができる環境を作ることができた。 

 



 

 

(3)(1)(2)を活用した教室活動（コース運営）

を行うための補助教材の整備 

① 以上のような各教材はそろったが，学習

者によっては，「個々の漢字を書いて覚えた

い」「紙上で練習問題に取り組みたい」「授業

内でチェックテストをしてほしい」などの声

が挙げられたことから，(1)で開発したオン

ライン型教材と連動した各種補助教材を整

備した。 

② これらの教材を活用した漢字コースの運

営を，本研究代表者らの所属期間における漢

字クラス（初級から中級までの各レベル，各

学期５クラス前後を開設）の教育内容の改善

を通して検討した。これにより，学習段階，

認知スタイル，学習スタイルの異なる学習者

からなるコース運営が，より効率的に実現で

きるようになった。具体的には， 

 ・オンライン型の教材にしたことにより，

学習者が自分の関心やスタイルに合わ

せて選択的に情報を得て学習できるよ

うになった 

 ・教室では，個人差の出やすい個々の漢字

学習ではなく，漢字の体系に関する学習

を中心に行うことで，学習の進度やスタ

イル，適性の異なりを極力排して進めて

いけるようになった。 

 ・複数の学習方法や，そのために必要な知

識を随時示すことにより，個々の漢字の

学習については個別に進めてもらいな

がらも，クラス全体としては最低限の共

通の進度を確保できるようになった 

などの成果が挙げられる。これは，少し前か

ら注目されつつも学習環境としてなかなか

定着しない「e ラーニングを併用した教室学

習」の１つのモデルケースとなりえるのでは

ないかと思われる。 

③ 非漢字圏学習者の漢字学習を念頭に始ま

った本研究であるが，最終段階では，さらに

漢字圏学習者に対する漢字指導の内容や方

法の見直しにまで及んだ。漢字圏学習者は，

漢字を日本語として音声化せずに意味のみ

で理解しようとする傾向にあり，その弊害が，

近年取り上げられるようになっている。これ

に対して，① 本研究で開発した教材の音声

パートを利用した学習方法の提供，②「音声

（とひらがな）から意味を類推した上で漢字

を確認するプロセスを強化する教材」等の開

発により，表記が不正確になりがちな漢字圏

学習者の表記が安定しつつある様子が観察

されている。また，こうした指導方法の開発

により，日本語のレベルはほぼ同じで漢字の

レディネスの異なる，非漢字圏と漢字圏の混

在クラスの運営が改善されるなど，当初の想

定を超えた成果を得ることもできた。 
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/support02_e.html   

 

 

６．研究組織 

(1)研究代表者 

前原 かおる（MAEHARA KAORU） 

東京大学・国際本部日本語教育センター・講

師 

研究者番号：10345267 

 

(2)研究分担者 

増田 真理子（MASUDA MARIKO） 

東京大学・国際本部日本語教育センター・准

教授 

研究者番号：30334254 

 

(3)連携研究者 

なし 

 

 
 


